
せんだまち手芸部

アクセス

港まちポットラックビル3F、2F（旧・京屋）
名古屋市港区名港 1丁目 19-23

NUCO（ニューウシオ）
名古屋市港区名港 1丁目 18-4

»地下鉄名港線「築地口駅」2番出口、
  徒歩 1分と徒歩 5分

NUCO

●パルスで手芸部

日時｜10月24日（土） 14:00-17:00
場所｜旧・名古屋税関港寮
参加費無料、先着順

日時｜10月2日（金） 18:30-20:00
場所｜NUCO
参加費無料、先着順

変更を行う場合は、インスタグラムアカウントにて随時発信致します｡

パルス…毎週金曜日にNUCOにて
開催している10代を対象としたフリー
スペース。利用料はかかりません。 
運営団体｜LRC

●特別展示

●出張手芸部
in アッセンブリッジ・スタジオ 2026
オープンスタジオ vol.1

金石手芸部（金沢市 2021年 -）、有松手芸部（名古屋市 2022年 -）、
せんだまち手芸部Greenda（広島市 2023年 -）、本町手芸部
（珠洲市 2024年 -）、4地域の各手芸部に参加する皆さんの作品
を展示します｡

立ち上げ当初の記録写真

昨年度の展示の様子

金石手芸部 有松手芸部

本町手芸部

インスタグラムアカウント｜minato_ shugei

港まち手芸部

問い合わせ先｜knitting_asuka@protonmail.com
v o l . 1 0

1 0 t h  A n n i v e r s a r y !

1 1 :00 -19 :00  会期中の火曜 –土曜  開催
会場｜港まちポットラックビル  3F、2F（旧京屋）

20 26. 
9 ⁄ 25 fri.

― 1 1 ⁄ 14 sat.

10周年
記念イベント

8 ⁄ 20 thu. 9 ⁄ 3 thu.

1 1 ⁄ 5thu.

詳細は
こちらのQRから

企画運営｜港まち手芸部、宮田明日鹿　主催｜港まちづくり協議会　協力｜アッセンブリッジ・ナゴヤ実行委員会、
北村陽子（金石手芸部）、中尾結美（有松手芸部）、Greenda、中島緑（せんだまち手芸部）、松田咲香（本町手芸部）
写真｜岡松愛子、山田憲子（有松手芸部撮影）、松田咲香（本町手芸部撮影）　フライヤーデザイン｜溝田尚子

旧・名古屋税関港寮
名古屋市港区浜 2-4-10

»地下鉄名港線「名古屋港駅」2番出口、徒歩 2分
  （港まちポットラックビルより徒歩約 10分） 名古屋港駅

地下鉄
名港線
築地口駅

市バス
ターミナル

旧・名古屋
税関港寮

港橋広場
公園

築港ビルディング

ボートピア名古屋



2017年からはじまった港まち手芸部は、

参加者が学びあう場として編み物を中心に手を動かし、

手芸、生活のことをおしゃべりしながら活動しています｡

今年で 10回目の手芸部展です｡

港まち手芸部参加者の作品、アーカイブ資料、映像、写真の展示に加え、

10周年を記念して、ゲストを招いた特別企画を開催します｡

また、宮田明日鹿が立ち上げ、現在は地域の人が引き継ぎ継続している

各地域の手芸部の作品を展示します｡

期間中、2日間限定で出張手芸部を開催します｡  

道具や糸も貸し出しますので、 

手ぶらでお気軽にお越しください。 

手芸部一同お待ちしております｡

佐久間裕美子｜Yumiko Sakuma
ライター／アクティビスト　ニューヨークを拠点に政治、社会、文
化について考察・執筆する。著書に『今日もよく生きた』（光文社）、
『みんなで世界を変える !小さな革命のすすめ』（偕成社）、翻訳書
に『編むことは力』（岩波書店）など。Sakumag Collective主宰。
ZINE最新作は『乳がんになってたくさんの天使と出会いながら
自分は自分としてしか生きられないと改めて確認した旅の記録』。

リペアの庭

木織音｜Kione 
1993年東京生まれ。2015年米国ベニントン大学卒業。 在学中は
主にビジュアルアートと衣装デザインを学ぶ。2012年に「Kione’ s」
を立ち上げ、1点物のキルト、クッション、衣服などを制作。即興
性を取り入れた構図で形や色を縫い止め、「色の瞬間」を捉えた
作品を制作。現在は東京を拠点に活動を続ける。
https: ⁄ ⁄ www.kionek.com  Instagram_kionek

福島祥子｜Shoko Fukushima
東京在住。女子美術大学卒業。 洋服のお直しの店、カル・カルを
運営。お直しの楽しさを知ってもらいたく活動中。ちょうどよいサ
イズにする、長く着るために繕う、別のものにつくり変えてみる。
お直しを通して、モノとの関係を深めていく。人それぞれにある、
服への思いを形にしていくお手伝いをしています。
https: ⁄ ⁄ karkar-onaoshi.com

宮園夕加｜Yuuka Miyazono
東京生まれ、京都在住。女子美術大学卒業。 服飾資材商社で商
品開発に約 10 年携わったのち、2018 年に独立。ボタンのブラン
ド「sumie」主宰。ボタン作家・デザイナーとして活動をしながら、
ブランドのアートディレクション、展示会ディレクション、美術大
学の非常勤講師など多岐に渡って活動中。
https: ⁄ ⁄ s-u-m-i-e.com   Instagram_yuuka_miyazono

松田咲香｜Sakika Matsuda
写真家。石川県珠洲市在住。東京で写真を学び、2014年から地
元珠洲に戻って能登地域の風景や人々を記録し、地域情報誌の撮
影を担当している。2024年能登半島地震で自宅が被災。現在は、
森のスタジオプロジェクトに取り組むほか、地域住民が気軽に集
まる交流拠点「本町ステーション」の運営に関わる。

市橋玲子｜Reiko Ichihashi
地域の介護・福祉に長年携わってきた経験をもとに、高齢者が孤
立せず、生きがいを持てるまちづくりを2009年から「ばぁば工房」
にて実践。着物リメイク作品の展示とファッションショーの開催に
加え、地域のマーケットである「みなと土曜市」にも継続して出店。

3人の作家によるイベント「リペアの庭」を開催します。リペアとは、元に戻すこ
とではなく新しい価値を生み出す行為です。 ここに集うたくさんの人が、リペア
の楽しさと可能性を知り、より自分らしく、より豊かに、服との物語を紡いでいく。 
服を、そして人とのつながりを編む庭へようこそ。本企画では、持参した「直した

い服」について各作家と相談しながら、会場に用意される素材や道具を使って、

実際にリペアの工程を体験することができます。破れだけでなく、サイズ直しや

ほころびなど、困りごとがあればお気軽にお持ちください。（イベントで直さなくても

可）素材を使わずに道具などを使って、お直しを体験することも可能です｡

珠洲市で本町手芸部を開催している「本町ステーション」の運営に関わる写真家

の松田咲香さん、港まちで「ばぁば工房」を運営し、地域の介護・福祉に携わって

きた市橋玲子さん、港まち手芸部を企画運営する宮田明日鹿と3人で座談会を
開催します。座談会に合わせて港まちポットラックビル2階にて 11月5日－14日
まで、松田咲香さんの珠洲の記録写真展も開催します｡

「編むことは力」の本を翻訳した佐久間裕美子さんをゲストに迎え、本を通して

感じたこと、港まち手芸部に参加し話を聞いて感じたこと、手を動かすことを

目的に集まった場所の社会性について、今の時代だからこそ見えてくる大切なも

のや感情について、企画運営する宮田明日鹿と話します。港まち手芸部に参加

するメンバーも交えて話す時間も予定しています。手元で作業できるものを持ち

込んでの参加も大歓迎です｡

日時｜8月20日（木） 13:30-16:00
場所｜港まちポットラックビル2F
参加費無料  ◎要予約
予約はメール、またはこちらのQRから
knitting_asuka@protonmail .com

詳細は
こちらの
QRから

●トークイベント

「港まち手芸部の
  社会実践から」
ゲスト｜佐久間裕美子  

日時｜9月 3日（木） 13 :30 -16 :30
場所｜港まちポットラックビル 2F
参加費無料、予約不要

※会場にある素材を使用する場合は実費（50 0円～）。
リペアの庭の作家関連のグッズ、ボタン、作品等も販売予定。

●ワークショップ

「リペアの庭」

●座談会

「地域に場所を開いて
 感じたこと、共に生きるとは」
ゲスト｜松田咲香、市橋玲子

日時｜11月5日（木） 13:30-15:00
場所｜港まちポットラックビル 2F
参加費無料、予約不要

○ゲストプロフィール
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港まち手芸部 10周年企画


